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＜引渡し式の様子＞ 

出典：在マラウイ日本国大使館 ホームページより 

（http://www.mw.emb-japan.go.jp/JapaneseSite/20160226_HandoverStAnnes_Jp.htm） 

 

2016 年 2 月 26 日、西岡周一郎大使は、平成 27 年度草の根・人間の安全保障無償資

金協力「ンコタコタ県セント・アンズ病院中古救急車整備計画」で調達された 2 台の中

古救急車の引渡しを行いました。式典はンコタコタ県のマラウイ湖教区セント・アンズ

病院で実施され、マラウイ共和国保健省からムワサンボ保健サービス長官が臨席されま

した。 

セント・アンズ病院はンコタコタ県内に 2 つある二次医療を提供する病院の一つで、

周辺住民約 71,000 人及び県内住民に医療サービスを提供しています、しかし当地域では

救急車が不足しているため、緊急移送が必要な患者を地方の診療所から当病院へ移送す

ることができず、患者への緊急医療の提供が困難となっています。そのため病院は助か

る命を助けることができない状況に直面しており、効果的かつ効率的にヘルスケアサー

ビスを提供するには患者の緊急移送が不可欠となっています。当地域の緊急移送サービ

スの向上を目指し、日本政府は草の根・人間の安全保障無償資金協力を通じて、セン

ト・アンズ病院に対し 26,385 米ドルを贈与しました。同団体は贈与資金を利用して、日

本外交協会を通じて日本から中古救急車 2 台を調達しました。同救急車はそれぞれ、厚

木市消防本部及び佐倉市八街市酒々井町消防組合から寄贈されました。 

式典で西岡大使はセント・アンズ病院に対して、供与された救急車を使用目的に沿っ

て適切に利用し、救急車の維持管理を徹底してほしいとの考えを示し、救急車サービス

を通じてより多くの命を救うことに尽力してほしいと要請しました。また、当病院がン

コタコタ県の人々に適切かつ質の高いヘルスケアサービスを継続して提供いくことへの

期待を示しました。 

 

 

 

＜現地写真＞ 

 

１ 

 

＜寄贈救急車＞ 

 

佐倉市八街市酒々井町消

防組合ご供出の救急車 

 

側面ドアには、寄贈先であ

るセント・アンズ病院のロゴ

マーク、名称を貼り付けた 

	

 

写真データはお送りすることが可能です。お手数ですがお問い合わせ下さい。 
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２ 

 

＜寄贈救急車＞ 

 

厚木市ご供出の救急車 

 

遠隔地における患者搬送に

活躍が期待される 

 

３ 

 

＜引渡し式＞ 

 

救急車内の設備を視察する

駐マラウイ共和国 西岡周

一郎・特命全権大使（奥）と

保健省ムワサンボ保健サー

ビス長官（手前） 

 

車両には多くの資機材も積

載されており、たいへん喜

ばれた 

 

４ 

 

＜引渡し式＞ 

 

テープカットをする西岡大使

とムワサンボ長官 

 

手前はセント・アンズ病院の

車両運用責任者メカ・バン

ダ氏 

 

 

 

  
 

写真データはお送りすることが可能です。お手数ですがお問い合わせ下さい。 
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５ 

 

＜引渡し式＞ 

 

西岡大使よりムワサンボ長官

へ車両キーが手渡される 

 

写真右のメカ・バンダ氏は、キ

リスト教の地区事務官を兼務し

ている 

 

 

 

６ 

 

 

＜引渡し式＞ 

 

寄贈関係者による集合写真 

 

写真中央左より西岡大使、メ

カ・バンダ氏、ムワサンボ長官 

 

西岡大使は式典スピーチで、

「維持管理を徹底し末永く使用

して欲しい」と希望した 

 

 

写真データはお送りすることが可能です。お手数ですがお問い合わせ下さい。 


